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令和7年度　事故発生一覧表（物損）
番
号

発 生 日
発生
時間

運 転 者
事故
形態

相
手

責
任

者
計

事故の場所
現場
対象

車番
走行状

況
事 故 状 況

1 R7.1.30 16:30
海野　正

男
本
社

1 接触 単
１
当

1
北塩原村剣ヶ峰1093-
309 ﾒﾙｷｭｰﾙ裏磐梯ﾘ
ｿﾞｰﾄ＆ｽﾊﾟ南側駐車場

駐車場
郡山200
か・299

バック
時

安全
確認

以前同所に駐車したと
きの感覚で後方の安全
を確認しないままバッ
ク（雪山が出ていた)

客降車後、駐車場に移動し、明朝の運行を考えﾁｪｰﾝ
を装着。その後駐車枠に入れるためﾊﾞｯｸで切り返し
たら、途中後部ﾊﾞﾝﾊﾟｰが駐車場脇の雪壁にぶつかっ
てしまった。(押損)

2 R7.2.8 8:37
栁沼　雅

益
本
社

2 接触 有
１
当

1
宮城県刈田郡蔵王町
遠刈田温泉鬼石原地
内R457号線上

路上
(普通)

郡山200
か・310

直進時
安全
確認

相手が止り、すり抜け
られると思い、確実な
安全確認を怠り進行し
た。

相手ﾄﾗｯｸがｶｰﾌﾞで止まりｽﾍﾟｰｽを開けてくれたことか
ら、通り抜けられるだろうと判断し12㎞くらいまで
減速して、そのまま進んだところ、右ｶ-ﾌﾞがきつく
内輪差で右側後部ﾄﾗﾝｸ、ﾀｲﾔ後部付近を相手の右後部
角に接触させてしまった。

3 R7.2.8 10:00 橋本　武
本
社

3 接触 単
１
当

1
耶麻郡猪苗代町梨木
西61-1先　警察署東
交差点

交差点
郡山200
か・311

右折時
安全
確認

ホワイトアウト状態で
周囲があまり見えない
状態で進行方向の安全
確認を怠ったまま進行
してしまった。

猪苗代道の駅で降車後、客の赤ちゃん用ミルクを購
入するため、ﾄﾞﾗｯｸ店に向かう途中、降雪がひどくﾎﾜ
ｲﾄｱｳﾄ状態となり徐行はしたが、そのまま進行し交差
点右折ﾚｰﾝに車線変更してしまい、中央分離帯の雪壁
に車を衝突させてしまった。

4 R7.4.5 7:40 橋本　武
本
社

4 接触 単
１
当

2
東京都文京区水道i-3
所在神田川中之橋付
近T字路

狭小道
郡山200
か・311

右折時
安全
確認

切り返しでバックする
際、左側斜め後ろ死角
の安全確認を怠った。

狭小T字路を右折時、一度に曲がり切れず切り返し
ﾊﾞｯｸし、左側面前部をｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽに接触させてしまっ
た。

5 R7.5.8 12:40 宗像　徹
本
社

5 接触 単
１
当

1
郡山市安積4丁目293-
2先道路脇ﾌｪﾝｽ

狭小道
郡山200
あ・139
（ﾏｲｸﾛ）

右折時
安全
確認

狭小路に入り込み確実
な安全確認をせず無理
に右折

方向転換の場所を探しながら走らせ狭小路に入り込
み、狭いと感じながら確実な案全確認を怠り（右側
に車が止まっていたので右側に気を取られ）無理に
車を進ませ左前角をﾌｪﾝｽに接触させてしまった。

6 R7.5.24 15:05 本橋俊英
本
社

6 接触 単
１
当

1
郡山市安積町日出山
３丁目２８０ 北側駐
車場東側水道栓

駐車場
郡山200
か・221

バック
時

安全
確認

場内給油所で給油後、
後方確認を漫然と行い
バックし水道栓に接触
させた

場内給油所で給油後、同僚が後方誘導を買って出た
が、それを断り後方確認を漫然と行いバックし駐車
場東端の水道栓に接触させたもの。

7 R7.5.28 15:50 松本和久
本
社

7 接触 単
１
当

1
郡山市谷島町6-28
先路上（街路灯柱に
接触）

狭小道
郡山200
か・253

直進時
安全
確認

片側2車線路であるが、
道路幅が絞り込まれて
いる道路上を漫然と走
行し道路脇の街路灯に
左サイドミラーを接触
させた

ヤマト運輸の送迎で郡山駅東口に向かう途中の東部
幹線郡山駅東口入口（右折車線が設けられ全体的に
車線が狭い）交差点で、右側にはみ出ないよう意識
するばかりに左に寄りすぎてしまいサイドミラーを
接触させた。

8 R7.6.18 16:35 本橋俊英
本
社

8 接触 単
１
当

2
須賀川市森宿字辰根
沢地内（ｶｰﾌﾞﾐﾗｰに接
触）

狭小道
郡山200
か・221

直進時
安全
確認

片側1車線路の狭隘路を
漫然と走行し道路左脇
のｶｰﾌﾞﾐﾗｰに左サイドミ
ラーを接触させた

尚志高校送迎の回送中、狭隘市道のT字路を通過しよ
うとしたところ、同所に設置されたｶｰﾌﾞﾐﾗｰに左ｻｲﾄﾞ
ﾐﾗｰを接触させた。

9 R7.7.22 14:30 松崎昌彦
本
社

9 接触 単
１
当

1
喜多方市字寺町地内
大和川酒造駐車場入
口付近

駐車場
郡山200
か･308

バック
時

安全
確認

バックで駐車場に入れ
ようとして切り返した
際、漫然と右側の死角
の安全確認をせずバッ
クした。

道路左沿線の駐車場が若干狭く中で切り返しができ
ないため、道路で一旦右に頭を振りバックで駐車場
に入れようとして切り返した際、漫然とし周囲の安
全確認をせずバックしてしまい、車右前角部を標識
柱に衝突させてしまった。

原　　因
営業
所等
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営業
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10 R7.7.22 16:40 松崎昌彦
本
社

10 接触 単
１
当

2
喜多方市熱塩加納町
熱塩字北平田甲　熱
塩温泉山形屋

駐車場
郡山200
か･272

バック
時

安全
確認

漫然と安全確認をせず
バックした。バックモ
ニターに頼りすぎ、土
留めが斜めになってい
るのが見えず。

ホテル前の駐車場が若干狭く中で切り返しができな
いため、奥の第２駐車場でＵターンしバックで駐車
場に入れようとした際、漫然とし周囲の安全確認を
せずバックしてしまい、駐車場土留めが斜めになっ
ており車左後部を駐車場土留めに衝突させてしまっ
た。

11 R7.7.25 8:56 泉田弘一
本
社

11 接触 有
相
互

1

長野県安中市（碓井
ICから軽井沢72方面
に向かう林間道路
上）

狭小道
郡山200
か・319

直進時
安全
確認

狭小路でのすれ違い
時、確実な安全確認を
せず無理に通過しよう
とし接触

同道路は山岳道で支障枝が覆いかぶさる道路を走行
中、緩やかな逆S字右カーブに差し掛かったところ、
対向車が現れバスを車線内に戻そうとしたが、バス
右後部と対向車右前部を接触させてしまった。

12 R7.8.12 11:00 斎藤孝三
本
社

12 接触 単
１
当

1
松島町松島
　松島ｾﾝﾁｭﾘｰﾎﾃﾙ

駐車場
郡山200
か・304

バック
時

安全
確認

先入観で漫然と車を移
動。目視確認を怠っ
た。

駐車車両がほとんどなく､ぶつかるものは何もないと
思い込み、後方の目視確認を怠った。駐車枠に車の
フロントを合わせようとバックしてしまった。（余
裕があるものと思い込み下がってしまった。）

13 R7.9.10 10:00 小倉健彦
本
社

13
その
他

単
１
当

1

山形県飽海郡遊佐町
吹浦布倉　鳥海山大
物忌神社 前T字路交
差点

狭小道
郡山200
か・271

Ｕター
ン時

安全
確認

勘違い、準備不足（正
規のルートと違う道路
を通行）

道路を間違え狭隘路に入り込み、Ｕターンしようと
空き地に頭を入れたところ、前輪が土にのめりこみ
動けなくなった。

14 R7.9.17 13:00 岩崎宏克
本
社

14 接触 単
１
当

1
郡山市逢瀬町多田野
中丸山４６　郡山自
然の家敷地内

路上
(普通)

郡山200
か･272

バック
時

安全
確認

運転手は、後方確認を
おろそかにし、目視確
認がない状態でバック
してしまった。

配車場所付近には、Ｕターン場所がないことから、
手前の駐車場で車を方向転換し長距離をバックし配
車場所まで移動したが、後部正面に車止めがあり、
安全を確実に確認せずバックしてしまった。

15 R7.9.18 14:30 宗像　徹
本
社

15 接触 単
１
当

1 本社車庫内 駐車場
郡山200
か･272

バック
時

安全
確認

運転手は、後方確認を
おろそかにし、目視確
認がない状態でバック
してしまった。

本社南側駐車場にバックで車庫入れする際、一旦本
社脇の下屋に頭を入れ方向転換してバックで南側車
庫に侵入したが、その際、左側の縁石にタイヤを接
触させタイヤに亀裂を生じさせたもの。

16 R7.11.20 14:05
海野　正

男
本
社

16 接触 単
１
当

1
会津若松市和田1丁目
6－3

駐車場
郡山200あ
あ･299

バック
時

安全
確認

バックの際、後方の駐
車場のみに気を取られ
左前の確認ができな
かった。

駐車場は、道路側でバックで駐車場にいれるため、
道路上一旦で右にハンドルを切ってから切り返し、
左にハンドルを切りながら、バックで駐車場に入れ
ようとした。車のフロントを少し歩道側に突っ込む
ような状況にしてから、右にハンドルを切りながら
バックでそろそろと下がったところ、フロント左側
角付近を歩道縁石の構造物にぶつけてしまった。

17 R7.11.14 18:40 本橋俊英
本
社

17 接触 単
１
当

3
郡山市大槻町坦ノ腰
２−２

駐車場
郡山200
か･211

バック
時

安全
確認

暗闇の中、すでに乗車
の生徒が集まってお
り、バックの際、早く
乗車位置に車をつけな
ければと焦り、安全確
認をおろそかにしてし
まった。

当日、道路状況等から学校に着くのが若干遅くな
り、駐車場に入った時には、すでに生徒が来てい
た。早く乗車場所につけなければと焦り、暗闇の中
後方の安全を完全に確認することなくバックしてし
まい、左後部を門扉の足の部分に接触させてしまっ
た。


